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本研究では，コンタクトレンズを利用したウェアラブルデバイス応用に必須となる無線給電技

術の確立を目標に，生体親和性を意識したコンタクトレンズの電子化に取り組む(図１)．市販のソ

フトコンタクトレンズは，90％以上の水分を含み，柔軟で薄いハイドロゲル素材である．電気化

学的に電子素子とウェットなハイドロゲル素材を統合させる電着技術[1]を用いることでソフトコ

ンタクレンズ表面への無線給電回路の実装に成功した(図２，３)．無線給電方式については誘電体

の影響を受けにくい 13.56MHz 駆動の磁界共鳴方式を採用した．電力の伝送効率は，約 20% (5 mW 

→1 mW)を得ることに成功している(図４，５)．本講演では，実験の詳細と結果を報告する予定で

ある． 

 

 

 

 

 

図.1 システム概要図 

 

 

 

 

 

図.2 電気化学重合による電着手法      図.3 コンタクトレンズへの電子回路実装 

 

 

 

 

 

 

図.4 各共振回路の S パラメータ      図.5 無線電力給電による LED 点灯 

Reference：[1] Y. Ido, et.al, ACS Macro Letters, 1, 400-403 (2012). 
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